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第 1 章 序 論

本 研 究 は 、 メ ン タ ル ヘ ル ス 不 調 に よ り 休 職 し た 労 働 者 の 職 場 復 帰 支 援

に お い て 、 職 場 復 帰 の セ ル フ エ フ ィ カ シ ー に よ る 測 定 方 法 の 開 発 と 有 用

性 の 検 討 を 行 い 、 職 場 復 帰 支 援 に お け る 有 効 な 介 入 方 法 に つ い て 検 討 を

行 っ た も の で あ る 。

第 2 章 研 究 背 景

メ ン タ ル ヘ ル ス 不 調 に よ る 休 職 者 は 増 加 し て お り 、 9 割 近 く の 企 業 に

お い て 従 業 員 の 心 の 病 の 改 善 が 見 ら れ て い な い (メ ン タ ル・ヘ ル ス 研 究 所 ,

2012 )。 精 神 疾 患 に 対 す る 労 働 災 害 補 償 費 の 支 給 も 増 加 し て お り (厚 生 労

働 省 , 2016 )、 休 職 者 の 職 場 復 帰 支 援 の 早 急 な 対 策 が 必 要 と さ れ て い る 。

休 職 者 の 職 場 復 帰 に お い て は 、 復 職 可 能 の 判 断 が 重 要 で あ り 、 主 治 医 に

よ る 復 職 可 能 診 断 書 で は 十 分 に 評 価 で き な か っ た 側 面 に つ い て も 評 価 を

し よ う と す る 研 究 が 進 め ら れ て い る が (岡 崎 ・ 西 田 ・ 伊 東 , 2006 ; 秋 山 ,

2010 ; 富 永・秋 山 , 2008 な ど )、そ の 評 価 項 目 は 一 様 で は な く 、評 価 方

法 に も ば ら つ き が あ る 。 そ の 様 な 中 で 、 職 場 復 帰 の 評 価 に お い て セ ル フ

エ フ ィ カ シ ー に よ る 自 己 評 価 が 妥 当 で あ る と い う 見 解 も 示 さ れ て い る

(Lagerve ld , B lon k , & Brenn inkmei jer, 2010 )。職 場 復 帰 支 援 プ ロ グ ラ ム

は 、医 療 機 関 、企 業 、非 営 利 団 体 、EAP 等 の 機 関 で 多 様 な プ ロ グ ラ ム が

実 施 さ れ て い る が 、 休 職 者 の 要 因 が 強 い 事 例 も 増 え て お り 、 支 援 方 法 が

複 雑 化 し て い る 。 こ の よ う な 現 状 に お い て 、 多 面 的 、 総 合 的 な 評 価 方 法

の 作 成 と 、 休 職 者 自 身 が 課 題 を 把 握 し 、 改 善 の た め の 行 動 の 実 行 可 能 性

を 高 め る た め の 支 援 が 必 要 で あ る 。

第 3 章 研 究 の 目 的

本 研 究 で は 職 場 復 帰 の 課 題 に 特 異 的 な エ フ ィ カ シ ー を 復 職 セ ル フ エ フ

ィ カ シ ー （ 復 職 SE と す る ） と 定 義 す る 。 そ し て 以 下 の 3 点 を 目 的 と す

る 。 第 一 に 、 復 職 SE に つ い て 構 成 概 念 を 明 ら か に し 、 測 定 尺 度 を 作 成

す る 。 第 二 に 、 休 職 者 、 復 職 者 、 健 常 者 に お け る 復 職 SE の 影 響 プ ロ セ

ス の 差 異 を 分 析 し 、 休 職 者 、 復 職 者 へ の 具 体 的 な 対 応 方 法 を 検 討 す る 。

第 三 に 、 復 職 SE を 高 め る 介 入 プ ロ グ ラ ム を 作 成 し 、 職 場 復 帰 支 援 に お

け る 具 体 的 な 介 入 方 法 を 検 討 す る 。 本 研 究 に お い て 、 復 職 SE に よ る 評

価 方 法 の 検 討 を 行 う こ と に よ り 、 多 面 的 、 総 合 的 な 職 場 復 帰 の 評 価 が で

き 、 休 職 者 、 復 職 者 、 健 常 者 に 対 す る 有 効 な 支 援 方 法 が 明 確 に な る 。 そ
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し て 、 介 入 研 究 に よ り 復 職 SE を 高 め る 要 因 が 明 ら か と な り 、 職 場 復 帰

の 具 体 的 介 入 方 法 が 明 確 に な る と い う 点 で 意 義 が あ る 。

第 4 章 メ ン タ ル ヘ ル ス 不 調 に よ る 休 職 者 に お け る 職 場 復 帰 の セ ル フ エ

フ ィ カ シ ー に 関 す る 項 目 内 容 の 収 集 【 研 究 1 -1 研 究 1-2】

研 究 1-1 で は 、 メ ン タ ル ヘ ル ス 不 調 に よ る 休 職 者 の 職 場 復 帰 に 関 す る

要 因 に つ い て 、 休 職 者 に 対 す る 調 査 を 行 い 、 項 目 内 容 を 収 集 し た 。 623

個 の 項 目 内 容 が 抽 出 さ れ 、 カ テ ゴ リ ー 分 類 の 結 果 41 の サ ブ カ テ ゴ リ ー

と 13 の カ テ ゴ リ ー に 分 類 さ れ た 。 分 類 さ れ た カ テ ゴ リ ー は 、 先 行 研 究

で 共 通 し て 指 摘 さ れ て い る「 睡 眠 」「 生 活 リ ズ ム 」等 の 内 容 に 加 え 、本 研

究 で は 新 た に「 無 理 を し な い 」「 柔 軟 な 認 知 」等 の カ テ ゴ リ ー が 認 め ら れ

た 。 研 究 1-2 に お い て 臨 床 経 験 者 へ の イ ン タ ビ ュ ー 調 査 か ら 37 個 の 項

目 内 容 が 得 ら れ 、 研 究 1 -1 で 抽 出 さ れ た 項 目 内 容 以 外 に 、 会 社 へ の 所 属

感 や ス ト レ ス の 早 期 発 見 、 早 期 対 応 に つ い て の 項 目 内 容 が 得 ら れ た 。 調

査 で 得 ら れ た 項 目 内 容 か ら 復 職 SE 尺 度 の 予 備 項 目 が 作 成 さ れ た 。

第 5 章 復 職 セ ル フ エ フ ィ カ シ ー 尺 度 の 開 発 【 研 究 2】

研 究 2 で は 、 復 職 SE 尺 度 の 作 成 を 行 っ た 。 休 職 群 、 復 職 後 6 ヵ 月 未

満 群 、 復 職 後 12 ヶ 月 以 上 群 、 非 休 職 群 に 対 し 、 イ ン タ ー ネ ッ ト 調 査 を

行 っ た 。探 索 的 因 子 分 析 お よ び 確 認 的 因 子 分 析 を 行 い 、9 因 子 27 項 目 で

あ る こ と が 確 認 さ れ た (GFI= .875 , A GFI= .836 , CFI= .937 ,

RMSEA=.065 , AIC =975 .655）。 高 い Cronbach の α 係 数 が 確 認 さ れ 、

復 職 SE 尺 度 の 信 頼 性 が 確 認 さ れ た 。

第 6 章 復 職 セ ル フ エ フ ィ カ シ ー 尺 度 の 妥 当 性 の 検 討 お よ び 就 業 状 態 別

と 性 別 に よ る 比 較 【 研 究 3】

研 究 3 で は 、 復 職 SE 尺 度 の 妥 当 性 の 検 討 と 、 就 業 状 態 別 と 性 別 に よ

る 比 較 を 行 っ た 。 復 職 SE 尺 度 と 他 の 心 理 的 変 数 と の 関 連 を 見 る と 、 内

的 統 制 感 お よ び 外 的 統 制 感 と の 相 関 係 数 か ら 、 復 職 SE 尺 度 は 統 制 感 に

お い て 弁 別 さ れ る と 判 断 さ れ た 。 精 神 症 状 の 改 善 と 復 職 SE の 増 加 と の

関 連 が 示 さ れ た 。 ま た 、 一 般 性 セ ル フ エ フ ィ カ シ ー 尺 度 と の 関 連 か ら 、

エ フ ィ カ シ ー 尺 度 と し て の 妥 当 性 が 確 認 さ れ た 。

就 業 状 態 別 と 性 別 に よ る 比 較 の 結 果 、 復 職 SE 尺 度 得 点 は 、 休 職 者 、

復 職 者 、 非 休 職 者 の 順 に 高 く な っ て お り 、 復 職 SE が 高 く な る こ と で 職
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場 復 帰 の 可 能 性 が 高 ま る こ と が 明 ら か と な っ た 。 さ ら に 以 下 の こ と が 明

ら か と な っ た 。 ① 休 職 者 に お い て 「 出 社 ・ 通 勤 」 の エ フ ィ カ シ ー が 高 め

ら れ る 必 要 性 、 ② 非 休 職 者 の 「 睡 眠 ・ 生 活 」 得 点 が 低 い と い う 問 題 、 ③

復 職 後 6 ヵ 月 未 満 者 の 「 体 力 ・ 余 裕 」「 出 社 ・ 通 勤 」 の エ フ ィ カ シ ー を

高 め る た め 、 事 業 場 の 管 理 者 側 に よ る 環 境 調 整 の 必 要 性 が あ る こ と 、 ④

休 職 者 の 「 柔 軟 な 思 考 」 得 点 が 最 も 低 い こ と 、 ⑤ 女 性 は 男 性 よ り も 「 柔

軟 な 思 考 」 得 点 が 低 い こ と が 示 さ れ た 。

第 7 章 復 職 セ ル フ エ フ ィ カ シ ー の 影 響 要 因 の 検 討 【 研 究 4】

研 究 4 で は 、 復 職 SE へ の 影 響 要 因 お よ び 影 響 プ ロ セ ス に つ い て 、 休

職 群 、 復 職 後 6 ヵ 月 未 満 群 、 復 職 後 12 ヶ 月 以 上 群 を 対 象 と し 、 階 層 的

重 回 帰 分 析 と 構 造 方 程 式 モ デ リ ン グ を 用 い た 検 討 を 行 っ た 。 そ の 結 果 、

休 職 者 、 復 職 者 と も に 復 職 SE に 直 接 的 な 影 響 を 及 ぼ す の は ポ ジ テ ィ ブ

コ ー ピ ン グ と 精 神 症 状 で あ り 、 ネ ガ テ ィ ブ コ ー ピ ン グ は 精 神 症 状 を 介 し

て 復 職 SE に 影 響 し 、 各 サ ポ ー ト 源 は 、 コ ー ピ ン グ や 精 神 症 状 を 介 し て

復 職 SE に 影 響 し て い た 。

次 に 多 母 集 団 同 時 分 析 を 行 っ た 結 果 、 休 職 者 に お い て は 、 上 司 サ ポ ー

ト が ポ ジ テ ィ ブ コ ー ピ ン グ を 高 め る こ と で 復 職 SE を 高 め 、 ネ ガ テ ィ ブ

コ ー ピ ン グ を 増 加 さ せ る こ と で 精 神 症 状 を 悪 化 さ せ て い た 。 同 僚 お よ び

配 偶 者 ・ 家 族 ・ 友 人 サ ポ ー ト は 精 神 症 状 の 改 善 に 影 響 し て い た 。 復 職 後

6 ヵ 月 未 満 群 で は 、 上 司 サ ポ ー ト の ネ ガ テ ィ ブ コ ー ピ ン グ へ の 影 響 が 3

群 の 中 で 最 も 大 き か っ た 。 家 族 の サ ポ ー ト は ポ ジ テ ィ ブ コ ー ピ ン グ を 高

め る こ と で 復 職 SE を 高 め て い た 。復 職 後 12 ヵ 月 以 上 群 で は 、上 司 サ ポ

ー ト が ポ ジ テ ィ ブ コ ー ピ ン グ 、ネ ガ テ ィ ブ コ ー ピ ン グ を 低 減 さ せ て い た 。

ま た 、 精 神 症 状 の 復 職 SE に 対 す る 影 響 が 3 群 の 中 で 最 も 大 き か っ た 。

第 8 章 復 職 セ ル フ エ フ ィ カ シ ー 尺 度 を 用 い た 自 己 評 価 プ ロ グ ラ ム の 効

果 検 証 【 研 究 5】

研 究 5 で は 、 復 職 SE を 高 め る た め の 介 入 プ ロ グ ラ ム を 作 成 し 、 効 果

検 証 を 行 っ た 。介 入 プ ロ グ ラ ム を「 復 職 SE-CBT プ ロ グ ラ ム 」と し 、通

常 の 認 知 行 動 療 法 で あ る「 CBT プ ロ グ ラ ム 」と の 比 較 検 討 を 行 っ た 。プ

ロ グ ラ ム の 内 容 は 、主 に 認 知 面 へ の 介 入 を 行 う CBT① と 、行 動 面 、コ ミ

ュ ニ ケ ー シ ョ ン 面 へ の 介 入 を 行 う C BT ② で 構 成 さ れ て い た 。 復 職

SE-CBT プ ロ グ ラ ム で は 、CBT プ ロ グ ラ ム の 内 容 に 加 え 、プ ロ グ ラ ム の



4

初 回 、 中 間 、 最 終 回 に お い て 復 職 SE 尺 度 に よ る 自 己 評 価 と 目 標 設 定 を

行 っ た 。

復 職 SE -CBT プ ロ グ ラ ム と CBT プ ロ グ ラ ム に お い て 、 介 入 に よ る 復

職 SE 得 点 の 有 意 な 上 昇 が 見 ら れ た が 、 両 プ ロ グ ラ ム の 差 異 は 認 め ら れ

な か っ た 。 復 職 SE -CBT プ ロ グ ラ ム に つ い て 復 職 SE 得 点 の 変 化 を 見 る

と 、介 入 プ ロ グ ラ ム の 中 間 か ら 後 半 に か け て 復 職 SE が 高 め ら れ て い た 。

CBT① で は 、 症 状 、 ス ト レ ス に 関 す る 下 位 尺 度 以 外 の 全 て の 下 位 尺 度 得

点 が 増 加 し 、 CBT② で は 、「 体 力 ・ 余 裕 」「 サ ポ ー ト 希 求 」 の 下 位 尺 度 得

点 が 増 加 し た 。 次 に 、 復 職 SE 尺 度 得 点 の 変 化 量 と 各 適 応 指 標 の 変 化 量

と の 相 関 係 数 を 求 め た 。 そ の 結 果 、 CBT① で 正 の 相 関 が 見 ら れ た の は 、

視 点 の 転 換 の 対 処 お よ び 内 的 統 制 感 と「 体 力・余 裕 」、他 者 を 巻 き 込 ん だ

情 動 発 散 と 「 ス ト レ ス へ の 気 づ き 」 で あ っ た 。 気 分 転 換 と 「 オ ー バ ー ペ

ー ス の コ ン ト ロ ー ル 」 は 負 の 相 関 が 見 ら れ た 。 ま た 、 回 避 と 抑 制 の コ ー

ピ ン グ は 「 柔 軟 な 思 考 」 と は 負 の 相 関 が 見 ら れ 、「 症 状 の コ ン ト ロ ー ル 」

と は 正 の 相 関 が 見 ら れ た 。CBT② で は 、相 談 と「 出 社・通 勤 」「 作 業 の 遂

行 」、 情 動 発 散 と 「 柔 軟 な 思 考 」 と の 間 に 負 の 相 関 が 見 ら れ た 。

介 入 プ ロ グ ラ ム で 設 定 さ れ た 目 標 内 容 を 見 る と 、 復 職 SE 尺 度 の 自 己

評 価 で 得 点 の 低 か っ た 項 目 に 関 す る 内 容 が 多 く 挙 げ ら れ て い た 。 ま た 、

女 性 対 象 者 が 設 定 し た 目 標 に は 「 仕 事 と 育 児 の バ ラ ン ス 」 や 「 女 性 と し

て の 振 る 舞 い 」 等 の 特 徴 的 な 内 容 が 見 ら れ た 。

第 9 章 総 合 考 察

本 研 究 で は 、 メ ン タ ル ヘ ル ス 不 調 に よ る 休 職 者 の 職 場 復 帰 の セ ル フ エ

フ ィ カ シ ー に つ い て 、 構 成 概 念 お よ び 影 響 プ ロ セ ス が 明 ら か と な っ た 。

本 研 究 で 作 成 さ れ た 復 職 SE 尺 度 は 、 こ れ ま で 分 割 し て 捉 え ら れ て い た

職 場 復 帰 の 重 要 項 目 が 、 多 面 的 、 総 合 的 に 捉 え ら れ る よ う に な っ た 点 に

お い て 意 義 が あ る 。 復 職 SE は 休 職 者 、 復 職 者 、 健 常 者 の 順 に 高 く な る

こ と が 示 さ れ 、 職 場 復 帰 の 準 備 状 態 や 復 職 後 の 適 応 状 態 に つ い て も 評 価

で き 汎 用 性 が 高 い と 言 え る 。 ま た 、 復 職 SE の 影 響 プ ロ セ ス に つ い て 休

職 者 、 復 職 者 、 健 常 者 の 比 較 か ら 、 そ れ ぞ れ の 対 象 者 に 有 効 な 支 援 方 法

が 示 さ れ た 。 そ し て 介 入 研 究 で は 、 復 職 SE 尺 度 を 用 い た 自 己 評 価 に よ

り 、 休 職 者 が 自 己 の 課 題 を 認 識 し 、 改 善 に 向 け た 行 動 の エ フ ィ カ シ ー が

高 め ら れ る 可 能 性 が 示 さ れ た 。 復 職 SE を 高 め る 要 因 が 明 ら か と な り 、

職 場 復 帰 支 援 の 過 程 に お け る 具 体 的 支 援 方 法 が 示 さ れ た 。 本 研 究 に お い
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て 、 職 場 復 帰 支 援 に お け る 実 用 性 の 高 い 評 価 尺 度 の 作 成 と 、 具 体 的 支 援

方 法 の 提 案 が で き た こ と は 非 常 に 意 義 が あ り 、 職 場 復 帰 の 関 係 者 に 対 す

る 有 用 な 示 唆 が で き た と 言 え る 。

第 10 章 結 語

本 研 究 に よ り 、 復 職 SE に よ る 職 場 復 帰 の 評 価 の 有 用 性 が 示 さ れ 、 復

職 SE 尺 度 を 用 い た 自 己 評 価 に よ り 、 職 場 復 帰 の 準 備 状 態 を 高 め ら れ る

可 能 性 が 示 さ れ た 。 本 研 究 は 、 休 職 者 の 職 場 復 帰 支 援 に お い て 有 用 性 の

高 い 研 究 で あ る と 言 え る 。
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